
執節された方々

執
筆
さ
れ
た
方
々

明
石
三
郎
（
あ
か
し

・
さ
ぶ
ろ
う
）

関
西
大
学
名
荏
教
授
。
（
元
学
長
）
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
卒
。
大
正
四
年

一
月
生
。

東
元
治
（
あ
ず
ま
•
も
と
は
る
）

oo西
大
学
広
報
陳
疫
。
駒
西
大
学
大
学
院
（
法
）
修
了
。
昭
和
七
年
三
月
生
。

飯
田
正
一
（
い
い
だ
•
ま
さ
か
ず
）

大
束
文
化
大
学
節
師
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
。
明
治
三
十
四
年
ーニ
月
生
。

井
上
正
一
（
い
の
う
え
•
ま
さ
か
ず
）

東
大
谷
高
等
学
校
教
論
。
堺
女
子
短
期
大
学
購
師
。
関
西
大
学
大
学
院
（
文
）
條

了
。
昭
和
九
年
三
月
生
。

入
野
昌
志
（
い
り
の
•
ま
さ
し
）

関
西
学
園
常
務
理
軍
。
関
西
大
学
経
済
学
部
卒
。
大
正
九
年
一
月
生
。

岩
本
慧
（
い
わ
も
と

・
さ
と
る
）

関
西
大
学
名
咎
教
授
。
関
西
大
学
法
文
学
部
卒
。
大
正
一
ー一
年
十
月
生
。

大
場
義
之
（
おお
ば
•

よ
し
ゆ
き
）

関
西
大
学
年
史
炎
料
紺
集
室
室
付
課
長
。

関
西
大
学
文
学
部
卒
。
昭
和
六
年

三
月
生
。

小
川
悟
（
お
が
わ

・
さ
と
る
）

関
西
大
学
文
学
部
教
授
。
幽
西
大
学
文
学
部
卒
。
昭
和
五
年
一
月
生
。

小
川
雅
弥
（
お
が
わ
•
まさ
や
）

関
西
大
学
工
学
部
教
授
。
大
阪
大
学
工
学
部
卒
。
大
正
七
年
七
月
生
。

捌
西
大
学
文
学
部
卒
。

昭
和
五
年
二
月

狩
野
吉
潰
（
か
の
う

・
よ
し
き
よ
）

閑
西
大
学
年
史
資
料
紺
集
室
主
事
。

生
。

神
屋
敷
民
蔵
（
か
み
や
し
き

・
た
み
ぞ
う
）

関
西
大
学
年
史
毀
料
紺
集
室
磁
託
。
関
西
大
学

一
0
0年
史
編
築
委
員
・
専
門

委
員
。
関
西
大
学
導
門
部
卒
。
明
治
三
十
六
年
十

一
月
生
。

亀
井
溶
（
か
め
い

・
き
よ
し）

関
西
大
学
工
学
部
教
授
。
旅
順
工
科
大
学
卒
。
大
正
十
三
年
一
月
生
。

熊
博
毅
（
く
ま

・
ひ
ろ
き
）

関
西
大
学
年
史
毀
料
編
集
室
主
邪
。
関
西
大
学
大
学
院
（
文
）
修
了
。
昭
和
三
十

一
年
二
月
生
。

重
本
利

一
（
し
げ
も
と

・
と
し
か
ず
）

故
人
。
（
元
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）
関
西
大
学
文
学
部
卒
。
昭
和
四
年
七
月

生
。

篠
原
茂
一
（
し
の
は
ら

・
し
げ
か
ず
）

関
西
大
学
年
史
資
料
編
集
室
主
事
。
関
西
大
学

一
0
0年
史
編
築
委
員
会
屯
門

委
員
。

OO西
大
学
法
学
部
卒
。
大
正
十
五
年
七
月
生
。

薗
田
呑
融
（
そ
の
だ
•
こ
う
ゆ
う
）

関
四
大
学
文
学
部
教
授
。
関
西
大
学

一
0
0年
史
紀
鉗
委
員
・
む
門
副
委
只

長
。
京
都
大
学
大
学
院
（
文
）
修
了
。
昭
和
四
年
一
月
生
。

田
中
行
雄
（
た
な
か

・
ゆ
き
お
）

関
西
大
学
工
学
部
教
授
。
関
函
大
学
一

0
0年
史
編
姦
委
只
・
咆
門
委
貝
。
大

阪
大
学
工
学
部
卒
。
大
正
十

一
年
十
月
生
。

塚
口
義
信
（
つ
か
ぐ
ち

・
よ
し
の
ぶ
）

堺
女
子
短
期
大
学
教
授
。

OO西
大
学
大
学
院
（
文
）
修
了
。
昭
和
二
十

一
年
十
二

月
生
。

鉄
井
良
男
（
て
つ
い

・
よ
し
お
）

脚
西
大
学
創
立
一0
0
~
年
記
念
耶
菜
事
務
局
参
与
。
脚
西
大
学
尊
門
部
卒
。

大
正
八
年
九
月
生
。
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執筆された方々

中
山

厳
（
な
か
や
ま

・
い
つ
き）

（
元
脚
西
大
学
図
書
館
天
六
分
餡
耶
務
長
）
。
関
西
大
学
経
済
学
部
卒
。
明
治
四

+＝1

一
年
二
月
生
。

伴

毅
孝

（
ば
ん

・
よ
し
た
か
）

関
西
大
学
文
学
部
教
授
。
関
四
大
学
商
学
部
卒
。
昭
和
十
五
年
五
月
生
。

日
野

篤

（
ひ
の•
あ
っ
し
）

関
西
大
学
年
史
毀
料
編
集
室
寂
託
。
関
西
大
学
第
一
中
学
校
訪
師
。
関
西
大
学

大
学
院
（
文
）
修
了
。
昭
和

i

二
十
六
年
九
月
生
。

平
原
豊
弘

（
ひ
ら
は
ら

・
と
よ
ひ
ろ
）

OO西
大
学
文
学
部
教
授
。
関
西
大
学
商
学
部
卒
。
昭
和
二
年
一
月
生
。

広
岡
英
雄
（
ひ
ろ
お
か

・
ひ
で
お
）

関
西
大
学
文
学
部
教
授
。
関
西
大
学
法
文
学
部
卒
。
大
正
七
年
四
月
生
。

広
瀬
捨
三
（
ひ
ろ
せ

・
す
て
ぞ
う
）

関
四
大
学
名
符
教
授
。
（
元
学
及
）
槻
内
大
学
法
文
学
部
卒
。
明
治
四
十
四
年

九
月
生
。

藤
本
足
（
ふ
じ
も
と

・
た
だ
し
）

oo匹
大
学
文
学
部
教
授
。
関
西
大
学
怯
文
学
部
卒
。
大
正
九
年
二
月
生
。

藤
原
純
一
（
ふ
じ
わ
ら
・
じ
ゅ
ん
い
ち
）

東
大
谷
窃
等
学
校
教
諭
。
関
西
大
学
大
学
院
（
文
）
條
了
。
昭
和
二
十
五
年
七
月

生
。松

谷
勉
（
ま
っ
た
に

・
つ
と
む
）

OO西
大
学
商
学
部
教
授
。
関
凶
大
学
大
学
院
（
経
）
條
了
。
昭
和
八
年
三
月
生
。

森
田
由
記
（
も
り
た

・
ゆ
き
）

関
西
大
学
年
史
汽
料
紺
染
室
屈
託
。
関
西
大
学
大
学
院
（
文
）
作
了
°
昭
和
三
十

五
年
十
二
月
生
。

山
口
清
二
（
や
ま
ぐ
ち

・
せ
い
じ
）

関
西
大
学
総
務
局
主
事
。
（
校
友
会
出
向
）

一
月
生
。

関
西
大
学
注
学
部
卒
°
昭
和
三
年

横
田
健

＿
（
よ
こ
た

・
け
ん
い
ち
）

oo四
大
学
文
学
部
教
授
0
O
O西
大
学
一
0
0年
史
編
筵
副
委
員
長

・
射
門
委
且

長
。
京
都
帝
国
大
学
大
学
院
（
文
）
修
了
。
大
正
五
年
九
月
生
。

吉
永
登

（
よ
し
な
が
み
の
る
）

関
匹
大
学
名
営
教
授
。
関
西
大
学
専
門
部
卒
。
明
治
三
十
九
年
一
月
生
。

（
敬
称
略
・
五
十
音
煩
）
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ぁ と が き

大
学
史
を
人
物
に
即
し
て
語
ろ
う
と
し
た
も
の
が
こ
の
人
物
編
で
あ
る
。

創
立
百
局
年
を
記
念
し
て
編
袋
さ
れ
る

r
閲
西
大
学
百
年
史
』
は
、
通
史
編
二
巻
、
人
物
編
一
巻
、
資
料
編
一
巻
、
年
表

・
索

引
編
一
泡
の
す
べ
て
五
咎
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
通
史
紺
は
、
創
立
い
ら
い
今
日
に
い
た
る
関
大
百
年
の
歩
み
を
時
代
の
流
れ
に
沿

っ
て
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
人
物
組
は
、
創
立
者
や
歴
代
学
長

・
理
軍
長
を
は
じ
め
、
本
学
史
上
顕
惑
な
功
組
の
あ
っ
た
役

旦

・
教
戦
且
と
、
本
学
に
学
ん
だ
校
友
の
う
ち
、
社
会
の
各
方
面
に
活
躍
し
、
母
校
の
名
5JLI
を
あ
げ
る
こ
と
に
寄
与
し
た
人
々
、

合
わ
せ
て
百
十
六
名
の
伝
氾
を
収
め
た
。
通
史
編
を
ク
テ
イ
ト
と
し
、
人
物
編
を
ョ

n
イ
ト
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
史
の

ゆ
た
か
な
全
体
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

関
大
百
年
の
歴
史
を
か
え
り
み
る
と
、
は
じ
め
は
司
法
省
法
学
校
出
身
の
数
名
の
司
法
官
が
公
務
の
余
暇
を
さ
い
て
好
学
の
行

年
た
ち
に
法
律
知
識
を
教
授
し
た
寺
子
露
時
代
か
ら
、
今
日
で
は
千
人
の
専
任
教
識
且
と
二
万
四
千
余
人
の
学
生
を
擁
し
、
十
八

万
余
を
超
え
る
卒
業
生
が
社
会
の
各
分
野
で
活
躍
す
る
一
大
総
合
大
学
に
ま
で
発
展
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
河
の
流
れ
に
も
似
た

ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
並
ん
で
「
歴
史
の
父
」
と
よ
ば
れ
る
浜
の
司
馬
返
は
、
中
国
歴
史
の
努
頭
を
飾
る
「
史
記
』
の
撰
述
に
当
っ

て
、
「
紀
伝
体
」
と
よ
ぱ
れ
る
歴
史
叙
述
の
様
式
を
考
案
し
た
。
そ
れ
は
、
編
年
体
の
帝
王
本
記
と
個
々
の
人
物
伝
を
集
め
た
列

伝
。
そ
れ
と
参
考
史
料
と
し
て
の
志
お
よ
び
年
代
表
よ
り
成
る
壮
大
な
歴
史
氾
述
の
形
式
で
あ
る
。
司
馬
述
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て

複
雑
き
わ
ま
り
な
い
人
間
社
会
の
歴
史
を
総
合
的
に
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
ん
ど
の
「
百
年
史
」
は
、
通
史

・
人
物

・
炎
料

・
年
表
と
い
う
構
成
と
な
り
、
あ
た
か
も
司
馬
造
の
紀
伝
体
の
ひ
そ
み
に
倣

あ

と

が

き
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あ と が き

う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
司
馬
送
が
紀

・
伝

・
志

・
表
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
力
を
注
い
だ
の
が
列
伝
で
あ
っ
た
よ
う

「
百
年
史
』
で
も
こ
の
人
物
編
の
編
簗
が
蔽
も
困
難
な
作
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
ど
こ
の
大
学
史
で
も
実
現
で
き
な
か
っ

た
理
由
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本
学
で
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ

っ
て
、
こ
の
困
難
な
仕
事
を
比
較
的
容
易
に
す
す
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
は
、
本
学
校
友
会
の
機
関
紙
「
関
大
』
が
早
く
か
ら
本
学
側
係
者
の
伝
記
の
連
載
を
企
画
し
、
大
学
史
の
現
点
に

立
っ
て
、
関
大
人
物
誌
の
系
統
的
な
楳
成
に
豹
手
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
関
大
」
紙
で
は
、
昭
和
四
十
一
年
九
月

い
ら
い
、
本
学
年
史
資
料
編
集
室
の
協
力
の
も
と
に

「
関
西
大
学
を
築
い
た
人
々
』
を
辿
載
し
、
四
十
八
年
に
は
い
ち
お
う
こ
れ

を
完
結
し
て
同
名
の
単
行
本
と
し
て
出
版
し
た
が
、
さ
ら
に
引
続
い
て
「
関
西
大
学
を
彩
る
人
々
」
の
辿
城
を
は
じ
め
、
こ
の
企

画
は
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。
ま
た
本
学
教
育
後
援
会
で
も
、
会
報

r
元
年
』
で
歴
代
学
長
伝
や
有
名
ス
ボ
ー
ツ
選
手
列
伝
の
連
載

「
関
大
」
紙
お
よ
び

『如
平
』
誌
の
連
賊
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
毀
重
か
つ
有
意
義
な
企
画
を
推
進
し
て
こ
ら
れ
た
校
友
会
当
局
お
よ
び
教
育
後
援
会
当
局
に
対
し
て
、
あ
ら
た
め
て
深
甚
の
敬

怠
と
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

両
紙
誌
に
連
載
さ
れ
た
列
伝
は
総
数
八
十
編
以
上
に
達
し
た
が
、
大
学
史
の
観
点
か
ら
み
て
、
な
お
逸
し
た
も
の
も
少
な
く
な

か
っ
た
の
で
、
今
回
新
た
に
三
十
余
編
の
新
稿
を
補
う
こ
と
に
な
り
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
方
々
に
執
年
を
お
願
い
し
た
。
当

委
員
会
の
意
図
を
諒
と
し
、
比
較
的
短
時
日
の
間
に
快
く
ご
成
脇
下
さ
っ
た
執
節
者
各
位
に
は
お
礼
の
言
葉
を
知
ら
な
い
。
深
く

感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

部
に
編
成
し
、

こ
う
し
て
集
ま
っ
た
百
十
六
編
の
伝
記
は
、
咎
頭
の
「
凡
例
」
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
学
史
の
時
代
区
分
に
し
た
が
っ
て
五

ほ
ぽ
時
代
順
に
排
列
し
た
。
ま
た
編
媒
に
当
っ
て
は
、
全
体
の
統
一
を
図
る
た
め
、
平
節
の
わ
け
方
、
叙
述
の
体

裁
な
ど
に
つ
い
て
若
干
の
補
訂
を
加
え
た
。
併
せ
て
執
節
者
各
位
の
ご
諒
承
を
得
た
い
。

今
、
本
密
の
編
集
を
終
え
る
に
当
り
、
刊
行
の
由
来
と
編
簗
の
経
過
を
述
べ
る
と
と
も
に
絶
大
な
ご
支
援
を
賜
わ
っ
た
関
係
者

を
つ
づ
け
て
き
た
。
本
魯
に
収
め
た
伝
記
の
大
半
は
、

こ
、

＇`ぃ・
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ぁ と が

協

力

佐
々
木
怜
子

森

田

由

記

（
◎
印
は
尊
門
委
員
長、
0
印
は
窮
門
副
委
員
長
、

△
は
窮
門
委
貝
、

板
称
略
•

五
十
音
順
）

竹

間

矢

子

室

員

狩

野

吉
約

室

関
西
大
学
年
史
資
料
編
集
室

△
 

村
山

長

弘

課
長

△
 

神
屋
敷
民
蔵

中
返
み
ゆ
き

長ふ""

博
毅

中

村

朱

美

佐

伯

栂

臣

△
 

篠
原

茂

弘

森

本

踏

一

郎

日

野

篤

大
場

義

之

課

長

主

任

中

井

澄

福

田

秀

直

福

田

保

朝

米

田

和

代

行
雄

委

員

大
西

△
 

石
尾

△
 

神
屋
敷
民
蔵

△
 

田
中

芳
久

稲
野
治
兵
衛

△
 

神
堀

△
 

津
川

正
幸

委
員
長

村△西
山岡

哀

東

山

利

雄

久

井

忠

雄

忍

昭
男

関
西
大
学
百
年
史
編
猿
委
員
会

昭
和
六
十

一
年
十

一
月

俊
弥

香

融

田

中

繁

男

副
委
員
長

き

各

位

に

重
ね
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

◎
 

横

田

健
△
 

上
田

△
 

高
堂

達

闘°樫
田本

信

雄

金

田

雅

関
西
大
学
百
年
史
編
簗
委
員
会
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関西大学略年表

明
治
29
年
(
-
八
九
六
）

号

（西
暦
）

明
治
23年
(
-
八
九

0
)

明
治
24年
（

一
八
九
一

）

明
治
2
6
年
（
一
八
九
―
―
-
）

明
治
切
年
（
一
八
九
四
）

明
治
28年
（

一
八
九
五）

}
明
治
2
2
年
（
一
八
八
九
）

明
治
20年
(
-
八
八
七
）

明
治
21年
(
-
八
八
八
）

明
治
19年
(
-
八
八
六
）

年

事

項

人
物
中
心
の

関

西

大

学

略

年

表

8
月

5
月

10月
2
月

5
月

日
梢
戦
争

大
祁
事
件

特
別
諾
可
学
校
規
則
制
定

帝
国
大
学
令
公
布

私
立
法
祁
学
校
特
別
監
仔

条
規
制
定

参

考

事

攻

裔
年
表
は
、

屈
則
と
し
て
本
也
に
収
め
た
百
十
六
名
の
人
物
を
中
心
）

ご
し
、

学
長

・
四
事
妖
な
ど
の
お
も
だ
っ
た
関
係
名
の
み
に
留
め
た。

』

11
月
4
日

大

阪

・
西
区
京
町
堀
の
願
宗
寺
に
お
い
て
「
関
西
法
律
学

-
3
月

校
」
を
創
立
、
創
立
関
係
者
に
は
大
阪
控
訴
院
長
児
島
惟
謀
、
同
院
評
定

8
月

官
井
上
採
、
同
院
検
事
小
介
久
、
同
堀
田
正
忠
、
大
阪
始
恭
裁
判
所
長
大

品
貞
敏
、
同
判
事
志
方
鍛
、
同
餡
見
守
義
、
同
検
事
手
塚
太
郎
、
同
野
村

診
吉
、
吉
田

一
士
、
土
居
通
夫
ら
が
い
た

12月
校
舎
を
東
区
淡
路
町
に
移
転

4
月
北
区
河
内
町
の
興
正
寺
に
校
舎
移
転

1
月
児
島
惟
謙
お
よ
び
大
阪
始
帯
裁
判
所
検
事
正
犬
塚
盛
緞
に
本
校
監

将
を
委
虚
、
有
田
徳
一
に
会
計
監
密
を
委
誤

10月
児
品
惟
謙
、
犬
塚

盛
錢
、
大
島
貞
敏
、
岩
原
性
一
を
商
岱
員
に
、
藤
田
伝
三
郎
を
評
議
且
に

推
郎

4
月
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
埒
士
来
校

5
月

校
長
事
務
監
せ
に
水
上
疫
次

郎
が
就
任

9
片
典
正
寺
に
お
い
て
第
一
回
卒
業
式
（卒
業
生
十
七
名
）

を
挙
行
、
当
日
文
部
大
臣
榎
本
武
楼
ら
出
席

5
月
校
長
事
務
取
扱
に
有
田
徳
一

、
幹
事
に
垂
水
f
む
太
郎
、
会
計
監
査

に
岩
原
性
一
が
就
任

11
月

日
井
窓
徳
に
会
計
監
査
を
委
屈

12
月

司
法
省
指
定
学
校
と
し
て
認
可

10月
有
田
校
艮
日
沖
戦
争
に
出
征
、
垂
水
幹
事
校
長
事
務
を
代
行

7
月
教
務
評
議
R
会
を
新
設
、
委

nic河
村
善
益
、
掛
下
廊
次
郎
、
鶴

丈
一

郎
、
渋
川
忠
二
郎
、
砂
川
雄
駿
を
委
嘱

2
月
校
長
に

一
瀬
勇
三
郎
が
就
任

1
月
20日
野
村
診
吉
没
40歳

大
日
本
帝
困
憲
法
発
布

教
育
勅
語
発
布
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関西大学略年表

大
正

3
年
（
一
九
一
四
）

火
正
4
年
（

一
九

一
五
）

明
治
40
年
（
一
九
〇
七
）

明
治
41
年
（
一
九

0
八）

明
治
42年
（
一
九

0
九）

明
治
45年
（
一
九
―
二
）

大
正
1
年
（
一
九
―
二
）

大
正
2
年
（

一
九

―――-）

明
治
39
年
（
一
九
〇
六
）

明
治
37年
（

一
九
0
四）

明
治
38年
（

一
九

0
五）

明
治
36年
（

一
九

0
三）

明
治
34年
（

一
九

0
-
）

明
治
30年
(
-
八
九
七
）

明
治
31年
(
-
八
九
八
）

明
治
33年
（

一
九

0
0
)

月
21日
有
田
徳
一
没

12月
校
友
会
発
足

9
月
校
長
に
加
太
邦
迫
が
就
任

7
月

社
団
法
人
の
設
立
認
可
刑
事

・
校
投
に
加
太
邦
憑
、
監
小
に
稲

垣
虎
二
郎
が
就
任

7
月
定
款
を
変
更
し
、
名
称
を
「
私
立
関
西
法
律
学
校
」
と
す
る

12

月
監
事
に
砂
川
雄
峻
が
就
任

11
月
専
門
学
校
令
に
よ
る
「
再
門
学
校
」
と
し
て
股
立
認
可

12月

興
正
寺
か
ら
江
戸
掘
新
校
舎
に
移
転

8
月
経
済
学
科
を
増
設

1
月
「
社
団
法
人
私
立
関
西
大
学
」
と
改
組
改
称
、
学
長
に
加
太
邦

憲
が
就
任

7
月
教
頭
に
高
根
義
人
が
就
任

11
月

学

長

・
理
事
に

河
村
善
益
が
就
任

2
月
23
日
井
上
操
没
57政

7
月

学

長

・
理
事
に
古
荘
一
雄
、
監
事
に
柿
崎
欽
吾
が
就
任

9
月

廊
業
学
科
を
培
設

10
月
学
友
会
発
足

12月
福
島
新
学
舎
竣
成
、

移
転

11
月
4
日
小
含
久
没
54歳

2
月
緻
田
座
が
教
頭
、

OO根
稔
が
副
幹
事
に
就
任

7
月
1
日
児
島
惟
謙
没
71歳

6
月

古
荘
理
事
、
柿
的
監
事
が
再
任

5
月

古
荘
理
事
、
柿
崎
監
事
が
再
任

8
月

関

西
甲
種
商
棠
学
校
設
立
認
可

4
月
関
甲
開
校

5
月
古
荘
学
品
が
辞
任
し
、
学
長

・
迎
lJIに
斎
藤

十
一
郎
が
就
任

6
月
関
甲
校
長
に
斎
藤
十
一
郎
が
就
任

12月
関

甲
名
狩
校
長
に
古
荘
一
雄
、
同
校
主
事
に
垂
水
幹
事
が
就
任

12月
垂
水
が
幹
軍
を
辞
任
、
岡
村
司
が
理
事
に
就
任

5
月
柿
崎
監
事
が
再
任

12月
第

一
同
留
学
生
と
し
て
沿
的
卯
一

・

原
田
鹿
太
郎
を
洵
外
に
派
遣

7
月

第
一
次
世
界
大
戟

7
月
明
治
天
旦
没
(30
日）

大
正
と
改
元

2
月

日

露

戦
争

3
月
巧
門
学
校
令
公
布

32年
8
月

私
立
学
校
＾
＂
公
布
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関西大学略年表

大
正
13年

(
-
九
二
四
）

大
正
12年

(
-
九
ニ
―l

-

）

大
正
1
1
年

(
-
九
一
＿二
）

大
正
6
年

(
-
九
一
七
）

大
正
7
年

(
-
九
一
八
）

大
正
9
年

(
-
九
―
10)

大
正
10年
(
-
九
―
―
-）

大
正
5
年

(
-
九
一
六
）

3
月
関
甲
第
一
回
卒
業
式
を
挙
行
（
卒
業
生
七
十
三
名
）

三
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

6
月

学

長

・
理
事
斎
藤
十
一
郎
再
任

12月
学

長

・
理
碩
に
織
田
跨

が
就
任
、
理
事
に
柿
崎
欽
吾
、
監
事
に
白
川
朋
吉
が
就
任

9
月
9
日
土

居
通
夫
没
80歳

4
月
理
事
に
和
仁
貞
吉
、
監
屯
に
横
山
鋲
太
郎
が
就
任

4
月
15日
大

島
貞
敏
没
79
敲

3
月
「
財
即
法
人
関
西
大
学
」
に
改
組
改
称
、
織
田
学
長

・
理
事
が

再
任
、
専
務
理
事
に
柿
崎
理
事
が
就
任

6
月
1
1
日
斎
藤
十
一
郎
没
52蔵

9
月
関
西
大
学
拡
張
後
援
会
が
組
織
さ
れ
山
岡
順
太
郎
を
会
長
に
推
即

12月
創

立
l

-

＿十
五
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
、
三
宅
雪
硲

・
神
戸
正
雄

・

直
木
倫
太
郎
の
記
念
講
演
を
開
催

4
月
山
岡
順
太
郎
が
理
事
に
就
任

5
月
織
田
学
長

・
理
事
が
辞

任
、
恵
務
理
事
柿
綺
欽
吾
再
任
、
学
長
事
務
取
扱

・
総
理
事
に
山
岡
順
太

郎
が
就
任
、
宮
品
綱
男
が
痔
務
理
事
に
就
任
仏
大
使
ボ
ー
ル

・
ク
ロ
ー

デ
ル
来
学
講
演

6
月
大
学
令
に
よ
る

「
関
西
大
学
」
と
し
て
設
立
認
可
拡
張
後
援
会

長
山
岡
順
太
郎
辞
任
し
、
木
村
泊
を
会
長
に
推
煎

9
月
学
歌
を
選
定

（服
部
嘉
香
作
同
•

山
田
耕
咋
作
曲
）
3

月

2
3日
岡
村
司
没
5
5歳

1
月
学
長
に
山
岡
順
太
郎
が
就
任

4
月
学
生
歌
を
選
定

（浪
江
源

治
作
詞

・
中
村
良
之
助
作
曲
）

10
月
男
女
共
学
制
を
実
施

（女
子
聴

講
生
北
村
兼
子
が
入
る）

11
月
第
五
回
全
困
学
生
相
撲
大
会
で
竹
田

繁
七
が
優
勝

（第
五
代
学
生
横
網
）

4
月
第
一
＿
商
業
学
校
開
校

6
月
二
商
校
長
に
山
岡
順
太
郎
学
長
が

就
任
1
1
月
大
日
本
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
大
会
800m
に
岸
源
左
右
衛
門
が
優

勝

9
月
8
日
奥
繁
三
郎
没
63歳

9
月
21
日
河
村
善
益
没
66
歳

12
月

30
日
柿
崎
欽
吾
没
61歳

12
月

創
立

9
月

3
月

12
月

11
月

ロ
シ
ア
十
月
革
命

国
際
述
盟
加
入

全
国
水
平
社
結
成

関
東
大
袈
災

12
月

大

学

令

・
高
等
学
校
令
公
布
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関西大学略年表

昭
和
5
年
(
-
九

illO)

昭
和
6
年
(
-
九
一
＿
二
）

昭
和
4
年
（

一
九
二
九
）

昭
和
2
年
（
一
九
＿
一
七
）

昭
和

3
年
（

一
九
二
八
）

大
正
15年
（

一
九
二
六
）

昭
和
1
年
（
一
九
二
六）

大
正
14
年
（

一
九
二
五
）

3
月
学
長
に
松
本
悉
治
が
就
任
大
学
部
第

一
回
卒
業
式
を
挙
行
（
卒

業
生
五
十
六
名
）

5
月
柿
崎
死
去
に
よ
り
松
本
蒸
治
、喜
多
村
桂
一
郎

が
理
事
に
就
任

11月
専
務
理
事
兼
教
授
宮
品
網
男
、
仏
政
府
よ
り
オ

フ
ィ
シ
ェ

・
ダ
カ
デ
ミ
ー
勲
壺
を
受
章

1
月
15
日
渋
川
忠
二
郎
没
70歳

1
月

吉

田

一
士
、
井
上
操
、
有
田
徳
一

、
小
倉
久
、
北
畠
治
房
、
福
原

直
追
、
斎
藤
十
一
郎
、
岡
村
司
、
渋
川
忠
二
郎
、
柿
崎
欽
吾
、
河
村
善
益

の
た
め
に
本
学
功
労
者
追
悼
会
を
開
催

8
月
千
里
山
大
述
動
場
竣
工

10
月
ク
ラ
プ
・
ハ
ウ
ス
竣
成
（
現
以
文
館
）
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

を
兼
ね
て
第
一
回
大
学
祭
を
開
催

3
月
大
学
部
本
館
竣
成
（
千
里
山
）

6
月

昇
格
五
周
年
記
念
式
典

を
挙
行

10月

喜
多
村
理
市
が
専
務
理
事
に
就
任

11
月
宮
島
痔
務

理
事
辞
任
、
垂
水
善
太
郎
が
瑯
務
理
事
補
助
に
就
任

12月
船
山
忠
次

が
専
務
理
事
に
就
任

3
月

松

本

学
長
辞
任

4
月

仁

保

也
松
が
学
長
に
就
任
千
里
山
に

図
魯
館
竣
成

6
月
仁
保
也
松
学
長
が
理
事
に
就
任
神
戸
正
雄
教
授

が
「
租
税
研
究
」
で
学
士
院
恩
賜
質
を
受
宜

11月
26
日
山
岡
順
太
郎
没

62
歳

2
月

二

商

校
長
に
内
多
精
一
が
就
任

4
月
大
学
院
を
開
設

5
月

主
席
理
事
に
砂
川
雄
峻
が
就
任

9
月
天
六
学
舎
新
築
本
館
落
成
式
を

挙
行
、
恵
門
部
、
関
甲
、一

＿
商
を
福
島
学
舎
よ
り
天
六
学
舎
へ
移
転

11

月
岩
綺
卯
一
教
授
、
米
国
コ
ロ

ン
ピ
ア
大
学
よ
り
大
学
貨
牌
を
受
賞

4
月
25
日
松
村
敏
夫
没
57歳

12月
4
日
加
太
邦
憲
没
80歳

4
月
専
門
部
第

一
部
（
昼
間
部
）
を
設
磁

1
月
故
山
岡
順
太
郎
胸
像
除
硲
式
（
千
里
山
）

10月
関
甲
創
立
―
―

十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

1
月
21
日
志
方
鍛
没
73歳

3
月
24
日
古
荘

一
雄
没
82
歳

7
月
26
日
北
村
兼
子
没
27
歳

11
月
8
日
武
内
作
平
没
64

歳

9
月

満

州

事

変

2
月

3
月

5
月

7
月

金
磁
大
恐
慌

最
初
の
普
通
選
挙
実
施

12月
大

正

天
皇
没
(25
日）

昭
和
と
改
元

普
通
選
挙
法
公
布

ラ
ジ
オ
放
送
開
始
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関西大学略年表

昭
和

13年

（
一
九
三
八
）

昭
和
14
年

(
-
九
三
九
）

一
昭
和
12年
（

一
九
三
七
）

昭
和
7
年
(
-
九
三
二
）

昭
和
8
年
(
-
九
三
三
）

昭
和
9
年
（
一
九
三
四
）

昭
和
10年
(
-
九
三
五
）

昭
和
11年
(
-
九
三
六
）

3
月
11
日
堀
田
正
忠
没
78歳

11月
忠
笈
塔
の
除
硲
式
を
挙
行

12月
鶴
見
守
義
没
81歳

7
月
第
十
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
大
島
鎌
吉
（
三

段
跳
）
三
位
入
践

9
月
理
事
玉
木
一
二
郎
が
専
務
理
甜
に
就

任

沢

山

宗
海
に
よ
り
拳
法
部
創
設

6
月
1
5
8
一
瀬
勇
三
郎
没
77歳

11月
19
日

手
塚
太
郎
没
70歳

3
月
関
甲
校
長
に
垂
水
善
太
郎
が
就
任

4
月

故

砂

川
理
事
の
学
葬

五
十
年
史
執
組
を
小
泉
幸
治
教
授
に
委
瞑

5
月
全
日
本
学
生
陸
上
選

手
椛
大
会
で
藤
枝
（
暉
•
8
0
0
m
)

、

大
品
（
三
段
跳
）
が
儀
勝
2
月
2
5

日
後
藤
武
夫
没
62成

2
月
28
日
山
口
房
五
郎
没
68成

4
月
15日
砂
川

雄
峻
没
73歳

4
月
長
尾
三
郎
が
柏
投
日
本
新
記
録

(68m59)
を
柑
立

5
月

第

十
回
極
東
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
大
会
に
長
尾
三
郎
（
柏
投
）

、
大
品
鎌
吉
(
=
-

段
跳
）
優
勝

9
月
日
米
対
抗
陸
上
競
技
大
会
で
大
島
鎌
吉
が
一

1

一
段
跳

の
世
界
新
記
録

(
1
5
m
8
2
)
を
樹
立

5
月
二
繭
創
立
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

6
月

日

比
対
抗
陸
上
競

技
会
で
長
尾
、
大
島
、
谷
口
睦
生

(200m)
が
優
勝

4
月
予
科
校
舎
新
築
落
成
式
を
挙
行

5
月
創
立
五
十
周
年
記
念
式

典
を
挙
行
「
関
西
大
学
創
立
五
十
年
史
」
刊
行
関
甲
、
二
商
校
長
に

仁
保
亀
松
が
就
任
閲
甲
名
符
校
品
に
垂
水
将
太
郎
が
就
任

9
月

関

甲
、
二
商
校
長
に
小
呆
幸
治
が
就
任

4
月
6
日
水
上
長
次
郎
没
78歳

4
月
学
品
に
神
戸
正
雄
が
就
任

5
月
神
戸
学
是
が
理
事
に
就
任

谷
口
睦
生
が
200m
日
本
新
記
録

(21秒
1
)
を
柑
立

9
月
日
本
学
生

陸
上
競
技
大
会
で
谷
口
、
戸
上
研
之
（
走
紀
跳
、
三
段
跳
）

、
幅
田
時
雄

（
中
即
碍
）
が
條
勝

12月
千
里
山
全
学
生
よ
り
前
学
長
仁
保
也
松
に

脱
像
贈
呈

2
月
8
日
垂
水
善
太
郎
没
73歳

6
月
故
喜
多
村
理
事
の
学
葬

月
20
日
喜
多
村
桂
一
郎
没
71
歳

6
 
9
月

2
月

9
月

5
月

五
・
一
五
事
件

室
戸
台
風
痰
来

第
二
次
世
界
大
戦

7
月
日
中
欧
争

ニ
・
ニ
六
事
件

3
月
因
際
述
盟
脱
退

5
月
沌
川
事
件

894 



関西大学略年表

昭
和
22
年
（
一
九
四
七
）

昭
和
21
年
（

一
九
四
六
）

昭
和
20
年

（
一
九
四
五
）

昭
和
19
年

（
一
九
四
四
）

昭
和
18
年
（

一
九
四

i_-
）

昭
和
17年
（
一
九
四
―
-
）

昭
和
16
年
（
一
九
四
一
）

昭
和
15年
（
一
九
四

0
)

3
月
武
田
宣
英
か
ら
の
三
千
円
を
利
殖
し

「
三
百
年
後
一
億
円
」
と
し

て
寄
付
の
申
出

11
月

紀

元

二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
を
挙
行

5
月
矢
口
家
治
が
寿
務
理
軍
に
就
任

12
月

昭

和
17年
3
月
卒
業
予

定
者
に
対
し
、
卒
業
式
を
行
う

（戦
時
卒
菜
期
繰
上
げ
措
似
）

1
月
野
田
文
一
郎
神
戸
市
長
就
任
祝
質
会

3
月
11
日
武
田
貞
之
助
没

73歳
6
月

千
里
山
図
杏
館
に
南
方
文
化
研
究
所
を
開
設

7
月

山

岡

順
太

郎
の
脚
像
を
供
出

9
月

昭

和

18年
度
卒
業
式
を
挙
行

(
6
カ
月
繰
上

げ）

10月
大
学
部
入
学
式
を
挙
行

11
月

昭

和
19
年
9
月
卒
業
予

定
者
で
12月
出
陣
の
も
の
に
仮
卒
業
式
を
挙
行

7
月
28
日
増
山
忠
次
没

62
歳

9
月
26
日
仁
保
諏
松
没
75
歳

10月
2
日
谷
口
睦
生
没
30
歳

12

月
13日
長
尾
三
郎
没
33
敵

12月
28
日
向
軍
治
没
78歳

3
月

二

繭
廃
止
琢
務
理
事
矢
口
家
治
が
再
任

4
月

関

西

H
業
専

門
学
校
設
立
、
人
文
科
学
研
究
所
を
隅
設

5
月
学
長
事
務
取
扱
に
竹

田
省
が
就
任

1
月
23
日
黒
田
荘
次
郎
没
75
歳

6
月

創

立
六
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

9
月
戦
後
は
じ
め
て
の
授

業
開
始

2
月
1
日
村
上
喜
貞
没
60成
4

月

3
日
西
村
幸
生
没
34
淑

5
月
26
日
織
田
萬
没
76淑

6
月
6
日
玉
木
三
郎
没
70歳

7
月
23
日
新

町
徳
之
没
68歳

10月
11
日
内
藤
正
知
没
75
磁

4
月

教

授
会
で
最
初
の
学
長
選
挙
を
実
施

5
月

学

長

・
理
事
に
正

井
敬
次
が
就
任
戦
後
紋
初
の
入
学
式
を
挙
行

11月
忠
盤
塔
を
撤
去

1
月

関
西
工
謝
校
歌
を
制
定
（
藤
本
浩
ー
作
詞

・
水
野
康
孝
作
曲
）

2
月

監

事
竹
田
省
が
学
士
院
会
員
に
な
る

3
月

関

西

工
恵
第
一
回

卒
業
式
を
挙
行
（
卒
業
生
九
十
二
名
）
関
甲
を
転
換
し
第
一
中
学
校
を

設
立

4
月

主
席
理
事
遠
部
逸
太
郎
が
学
長
事
務
取
扱
と
な
る
教
育

後
援
会
発
足

5
月
岩
崎
卯
一
が
学
長
に
就
任
、
理
事
長
に
松
本
静
史

が
就
任

9
月

関

甲
兼
一
中
校
長
に
矢
口
家
治
が
就
任

松
本
理
事
長

4
月

5
月

3
月

11月

日
本
国
憲
法
公
布

教
育
基
本
法

・
学
校
教
育
法

公
布

六
・
三
・
―
―
-
•

四
制
実
施

日
本
国
憲
法
施
行

8
月

広

島
に
原
爆
投
下

「
終
戦
」
詔
咎
の
放
送

8
月
学
訊
疎
開

12月
学
徒
出
陣

12月

太
平
洋
戦
争
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悩西大学略年表

昭
和
23
年
（
一

九
四
八
）

昭
和
24
年
（
一
九
四
九
）

昭
和
27年
(
-
九
五
二
）

昭
和
28年
(
-
九
五
―
―
-
）

昭
和
26
年
（

一
九
五
一

）

昭
和
25
年
（
一
九
五

0
)

が
辞
任

10
月
寓
務
理
事
に
春
原
源
太
郎
が
就
任

12
月

人
文
科
学

研
改
め
文
化
科
学
研
究
所
を
開
設

2
月
26
日
小
野
村
胤
敏
没
49敵

一
ー
月

理
事
長
に
宮
品
綱
男
が
就
任

4
月
新
制
大
学
に
転
換

4
月

第
一
窃
等
学
校
設
立
一
高
兼
ー
中
校
長
に
矢
口
家
治
が
就
任
新
制
大

学
第
一
回
入
学
式
を
挙
行

7
月

常

任

監
事
に
阿
部
甚
吉
が
就
任

11

月
籐
沢
章
次
郎
教
授
が
最
初
の
名
笞
教
授
と
な
る

12
月
13
日
藤
沢
姦

次
郎
没
72歳

3
月
大
学
予
科
廃
止
、
関
甲
廃
止

4
月

春

原

窮
務
理
事
が
辞
任

6
月

木

村

健
助
理
事
が
臨
時
恵
務
理
事
に
就
任

10
月
大
学
院
学
舎

竣
成

11月
千
里
山
体
育
館
新
築
落
成
式
を
挙
行

1
月
木
村
臨
時
寿
務
理
事
が
辞
任

4
月

短
期
大
学
部
設
置

4
月

新
制
大
学
院
設
四
短
大
第

一
回
入
学
式
を
挙
行

5
月
理
事
長
に
宮

島
網
男
が
再
任
、
常
勤
監
甜
に
阿
部
甚
吉
が
就
任

6
月
大
学
院
第

一

回
入
学
式
を
挙
行

7
月

学

長

・
理
第
に
岡
野
留
次
郎
が
就
任

3
月

寄

附

行
為
改
正
認
可
（
協
議
員
を
評
議
員
に
改
称
）

評
謡
員
会
談

長
に
吉
田
音
松
、
副
談
長
に
西
本
党
一
が
就任
恵
門
部

•

関
西
工
専
有

終
記
念
式
典
を
挙
行
藤
沢
桓
夫
氏
よ
り
泊
園
杏
院
蔵
摺
を
寄
賠
「
学

校
法
人

関
西
大
学
」
に
改
組

4
月
東
西
学
術
研
究
所
を
開
設

，

月
考
古
学
研
究
室
を
開
設

11月
26
日
吉
田
音
松
没
75
歳

3
月
新
制
大
学
院
第
一
回
修
士
記
授
与
式
を
挙
行

10
月

評
議
員
会

議
長
に
中
務
平
吉
、
副
談
長
に
樫
本
信
雄
が
就
任

11月
理
屯
長
に
白

川
朋
吉
、
恵
務
理
事
に
久
井
忠
雄
、
常
務
監
事
に
矢
野
文
雄
が
就
任

7

月
18
日
松
本
静
史
没
64
歳

9
月
1
日
八
鳥
治
一
没
49
歳

4
月

学

部

箆

一
部
を
天
六
学
舎
に
移
転
一
中
校
長
に
三
島
徘
夫
が
就

任
、
学
長
事
務
代
行
に
木
村
健
助
が
就
任

5
月
秀
罷
寮
竣
成

7
月

堀
正
人、

矢
口
孝
次
郎
両
教
授
を
在
外
視
察
員
と
し
て
欧
州
に
派
造

11

月

一
高
、
千
里
山
新
校
舎
に
移
転
学
長

・
理
事
に
岩
崎
卯
ー
が
就
任

2
月

9
月

12
月

テ
レ
ビ
放
送
開
始

私
立
学
校
法
公
布

ジ
ェ
ー
ン
台
風
製
来

4
月
新
制
高
等
学
校
発
足

11月
極
東
国
際
軍
事
裁
判
判
決
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関西大学略年表

昭
和
36
年

(
-
九
六
一
）

昭
和
37
年
(
-
九
六
二
）

昭
和
35
年
(

l

九
六

0
)

昭
和
34年
（

一
九
五
九
）

昭
和
33年

（
一
九
五
八
）

昭
和
32年
（
一
九
五
七
）

昭
和
29年
（
一
九
五
四
）

昭
和
30年

(
-
九
五
五
）

昭
和
31年

（
一
九
五
六
）

11
月
白
川
理
事
長
が
大
阪
市
よ
り
「
市
民
文
化
貨
」
、

石
浜
純
太
郎
教

授
が
大
阪
府
よ
り
「
な
に
わ
貸
」

を
受
質

2
月
26
日
竹
田
省
没
73
臨

10月
8
日
松
本
蒸
治
没
76
歳

4
月

＝
＂
四
夜
間
課
程
有
終
記
念
式
典
を
挙
行

11月
第

一
学
舎
蕗
成

式
を
挙
行
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
「
関
匹
大
学
七
十
年
小

史
」
刊
行

3
月

「
OO西
大
学
七
十
年
史
」
刊
行

10月
迎

事
品
に
白
川
朋
吉
が

再
任
天
六
学
含
体
育
館
開
館
式
を
挙
行

11月
末

永

雅
雄
教
授
が
大

阪
府
よ
り
「
な
に
わ
宜
」
を
受
貨
板
柄
菊
松
が
東
京
述
絡
本
部
抜
に
就

任

4
月
20
日
坂
本
憲
三
没
64
歳

4
月
一
莉
校
位
に
三
品
律
夫
が
就
任

10月
第
二
学
舎
二
号
餡
落
成

式
を
挙
行

11月
第
一
中
学
校
新
校
舎
竣
成
、

一
中
を
天
六
か
ら
千
且

山
に
移
転

10月
11
日
武
田
宜
英
没
87歳

3
月

岩

鮒

学
此
が
辞
任

4
月
岡
野
留
次
郎
が
学
此
に
就
任
、
工
学

部
を
設
四
、
天
六
学
合
で
開
窃
経
済

・
政
治
研
究
所
を
開
設

3
月

短
期
大
学
部
税
止

7
月
岡
野
学
是
が
辞
任

8
月

矢

口

孝

次
郎
が
学
長
に
就
任
、
白
川
理
事
長
が
辞
任
、
神
宅
四
寿
恵
が
理
事
長
に

就
任

1
月
22
日
内
藤
正
剛
没
75
琺

10月
16
日
神
戸
正
雄
没
82淑

9
月

第

四

学

舎
竣
成
、
工
学
部
、
千
里
山
学
舎
へ
移
転

10
月

理
軍

長
に
三
好
洪
次
が
就
任
、
専
務
理
事
に
久
井
忠
雄
が
再
任
、
岱
任
監
事
に

長
柄
金
吾
が
就
任

11
月
創
立
七
十
五
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

3
月

1
日
松
山
藤
雄
没
84歳

3
月
9
日
野
田
文
一
郎
没
88政

6
月
8
日
岩

埼
卯
一
没
68歳

11
月

第

一

回
千
里
祭
開
催
一
高

・
一
中
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
を

挙
行

9
月
17
日
下
條
小
野
右
衛
門
没
72歳

3
月

誠

之
館
竣
成

7
月
矢
口
学
長
が
辞
任

8
月

中
谷
敬
寿
が

8
月

6
月

1
月
メ
ー
ト
ル
法
施
行

3
月

OO門
ト
ン
ネ
ル
開
通

12
月

国
際
連
合
加
盟

新
安
保
条
約
成
立

堀
江
鎌
ー
ヨ
ッ
ト
で
太
平
洋

8
月

第

一
回
原
水
煤
禁
止
世
界
大

会
開
催

（広
品）

7
月

自
衛
隊
発
足
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関西大学略年表

昭
和

44年
(
-
九
六
九
）

昭
和

43年
(
-
九
六
八
）

昭
和
41
年
(
-
九
六
六
）

昭
和
42年
(
-
九
六
七
）

昭
和
40
年
（
一
九
六
五
）

昭
和
39
年
（
一
九
六
四
）

昭
和
38年
（

一
九
六
ー―-
）

学
長
に
就
任

11月
白
川
顧
問
が
大
阪
府
よ
り
「
な
に
わ
買
」
、
末
永
雅

雄
教
授
が
大
阪
市
よ
り
「
市
民
文
化
箕
」
を
受
政

1
月
1
日
山
田
松
太

郎
没
63
歎

3
月

千

里
山
体
育
館
竣
成

6
月

三

好

理
事
長
が
辞
任
、
久
井
尊
務

理
事
が
理
事
長
に
就
任

1
月
30
日
白
川
朋
吉
没
89歳

1
月
工
業
技
術
研
究
所
閲
設

9
月
専
門
図
咎
館
竣
成

10
月

理

事
長
に
久
井
忠
雄
が
再
任
、
評
議
員
会
議
長
に
樫
本
信
雄
、
副
跛
長
に
今

井
原
兼
が
就
任
第
十
八
回
東
京
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
大
会
で
大
烏
録
吉
が
日

本
逃
手
団
長
と
な
る

11月
12
日
神
宅
賀
寿
恵
没
71栽

7
月

中

谷

学
長
が
辞
任

8
月
森
川
太
郎
が
学
長
に
就
任

10
月

常
務
理
事
に
今
井
原
兼
が
就
任
関
西
大
学
会
館
竣
成

11
月

創

立

八

十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

3
月
26
日
宮
島
綱
男
没
80歳

4
月
3
日
安

井
栄
三
没
71歳

5
月
6
日
長
柄
金
吾
没
59歳

7
月
10
日
御
園
生
崇
男

没
49
歳

10
月
4
日
内
田
重
成
没
97歳

11月
7
日
大
川
光
三
没
66
歳

5
月
31
日
高
垣
善
一
没
68歳

10
月
31
日
岸
源
左
右
衛
門
没
64歳

4
月
社
会
学
部
設
侶
、
視
聴
鈷
教
室
を
開
設

9
月
森
川
学
長
が
辞

任
凱
風
館
竣
成

10
月
中
谷
敬
寿
が
学
長
に
就
任
評
議
員
会
議
長

に
吉
田
鹿
之
助
、
副
談
長
に
村
上
精
一
ー
ー
が
就
任

7
月
30
日
三
好
萬
次
没

74
歳

10
月

久
井
理
事
長
が

i

ーー選
、
今
井
常
務
理
事
が
再
送
、
吉
田
評
謡
員
会

議
長
が
再
任
、
副
議
長
に
吉
田
一
郎
が
就
任

2
月
11
日
石
浜
純
太
郎
没

79
歳

8
月
18
日
武
田
蔵
之
助
没
85歳

10
月
27
日
中
山
幸
市
没
67
歳

11月
1
5
日
北
村
徳
太
郎
没
82歳

1
月

社

会
学
部
学
舎
を
封
鎖

3
月

北

斗

寮
竣
成

6
月

関

大

会

館
を
封
鎖
、
以
後
学
園
内
に
紛
争
拡
大

9
月
中
谷
学
長
が
辞
任
、
明

石
三
郎
が
学
長
事
務
代
行
と
な
る

10
月
郵
送
に
よ
る
学
長
代
行
選
挙

の
結
果
、
広
瀬
捨
三
が
就
任

5
月
24
日
春
原
源
太
郎
没
62歳

7
月

米

ア

ポ

ロ

11
号
、
人
類
初
の

月
面
沿
陸
に
成
功

4
月

小
筵
原
詑
島
返
途
協
定
問
印

5
月

フ

ラ

ン
ス
五
月
革
命

7
月
郵
便
番
号
制
度
実
施

5
月

中

国
文
化
大
革
命

10
月
東
海
道
新
幹
線
開
業

第
18
回
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会

開
催
（
束
京
）

横
断
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関西大学略年表

昭
和
54年
（

一
九
七
九
）

昭
和
52年
(
-
九
七
七
）

昭
和
53年
（
一
九
七
八
）

昭
和
51年
(
-
九
七
六
）

昭
和
50年

(
-
九
七
五
）

昭
和
48年
(
-
九
七
ー
―
-
）

昭
和
49年
(
-
九
七
四
）

昭
和
47
年

（
一
九
七
二
）

昭
和
45
年
（
一
九
七

0
)

昭
和
46
年
（
一
九
七
一
）

10
月
広
瀬
学
長
代
行
が
学
長
に
就
任

7
月
29
日
原
田
鹿
太
郎
没
80歳

3
月
篭
子
計
郷
機
室
を
開
設

11月
創
立
八
十
周
年
記
念
碑
「
和
」
の

除
茄
式
を
挙
行

8
月
1
日
西
本
寛
一
没
69
成

3
月
網
干
善
教
教
授
ら
飛
烏
高
松
塚
古
培
か
ら
極
彩
色
の
墜
画
を
発
見

10
月
久
井
理
事
長
が
四
選
、
今
井
常
務
理
事
が
一ー
ー選
、
評
謡
員
会
議
長

に
安
窃
敬
作
、
副
議
長
に
大
森
俊
次
が
就
任

5
月
27
日
山
錦
善
治
郎
没

74歳

6
月
11
日
烏
海
育
児
没
70歳

9
月
広
瀬
学
長
任
期
調
了

10
月
明
石
三
郎
が
学
長
に
就
任

4
月
22
日
矢
口
家
治
没
82歳

5
月
19
日
松
尾
高
一
没
84
歳

7
月
25
日

桂
忠
雄
没
79歳

4
月
部
落
問
題
研
究
室
を
開
設

2
月
26
日
森
川
太
郎
没
72歳

11
月

22
日
谷
岡
登
没
79成

4
月
飛
品
文
化
研
究
所
・
植
田
記
念
館
を
開
設

11月
創
立
九
十
周

年
記
念
式
典
を
挙
行

5
月
10
日
服
部
嘉
香
没
89歳

9
月
17
日
三
木
治

没
69
歳

4
月
一
般
教
育
等
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
慰
怨
碑
の
除
硲
式
を
挙
行

9
月
明
石
学
長
任
期
満
了

10
月
中
義
勝
が
学
長
に
就
任
久
井
理

事
長
が
五
送
、
今
井
常
務
理
事
が
四
選
、
評
議
員
会
談
長
に
羽
賀
一
郎
、

副
謡
長
に
森
正
治
が
就
任

1
月
11
日
中
務
平
吉
没
90栽

3
月
25
日
水

谷
揆
一
没
90歳

4
月
17
日
浪
江
源
治
没
72歳

8
月
25
日
岡
野
衛
士
没

77歳
9
月
27
日
沢
山
宗
海
没
70歳

4
月
羽
賀
議
長
死
去
に
よ
り
森
副
談
長
が
談
長
に
、
副
議
長
に
中
沢
俊

雄
が
就
任

8
月
6
日
福
島
四
郎
没
75歳

8
月
28
日
上
道
直
夫
没
74歳

10月
26
日
池
田
信
之
助
没
74歳

11月
12
日
矢
口
孝
次
郎
没
75歳

9
月

中

学

長
任
期
滴
了

10
月
大
西
昭
男
が
学
長
に
就
任

4
月
13

日
正
井
敬
次
没
95歳

10
月
18
日
木
村
健
助
没
85
歳

11
月
25
日
岡
野
留

1
月
国
公
立
大
学
の
共
通
一
次
試

験
実
施

7
月

5
月

5
月

2
月

3
月

大
阪
市
が
「
関
西
法
律
学
校

発
祥
の
地
」
の
碑
を
建
て
る

沖
縄
国
際
海
洋
博
認
会
開
催

第
11
回
札
帳
冬
期
オ
リ
ン
ビ

ッ
ク
開
催

沖
縄
復
婦
、
沖
縄
県
が
発
足

万
国
博
豆
会
開
催
（
大
阪
）
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関西大学略年表

昭
和
61年
（
一

九
八
六
）

昭
和
56年
（

一
九
八

一
）

昭
和
55年
（
一
九
八
0
)

昭
和
57
年
（
一
九
八
二
）

昭
和
58
年
（
一

九
八ー―
-）

昭
和
59
年
（
一
九
八
四
）

昭
和
60
年
(
-
九
八
五
）

次
郎
没
88歳

77成
9
月
今
井
常
務
理
事
が
辞
任

10月
久
井
理
事
長
が
六
遥
評
議
員

会
議
疫
に
佐
々
木
砂
夫
、
副
謙
長
に
宇
津
呂
雄
立
が
就
任

11
月

創

立

九
十
五
周
年
記
念
式
典
を
学
行

1
月
25
日
中
谷
敬
寿
没
79
成

4

月

13

日
大
月
伸
没
83歳

7
月
11
日
大
石
雄
一
郎
没
83歳

12
月
19
日
太
田
難

一
没
77
歳

3
月
常
務
理
事
に
稲
野
治
兵
衛
が
就
任

11
月
稲
野
祁
務
理
事
が
副

理
事
品
に
就
任

2
月
19
日
矢
野
兼
三
没
84歳

7
月
30日
阿
部
甚
吉
没

74歳
4
月
情
報
処
理
セ
ン
ク
ー
（
電
子
計
卯
機
室
を
改
組
改
称
）
を
開
設

10月
大
西
学
品
が
再
選

2
月
11
日
志
村
喬
没
76淑

3
月
7
日
今
西

庄
次
郎
没
80政

8
月
28
日
田
中
晋
輯
没
89歳

11
月
23
日
藤
本
浩

一
没

79歳
2
月
学
内
へ
の
自
動
車

・
バ
イ
ク
乗
入
全
面
禁
止

1
月
23
日
板
櫻
菊

松
没
94歳

7
月
3
旦
戸
根
泰
雄
没
74歳

9
月
総
合
図
杏
館

・
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
竣
成

10月

久
井
理
事
長

が
七
送
、
稲
野
副
理
事
長
が
再
選
佐
々
木
譲
長
及
び
宇
津
呂
副
議
此
共

に
再
選

10月
14
日
香
坂
要
三
郎
没
87歳

6
月
人
権
問
題
研
究
室
（
部
落
問
臨
研
究
室
を
改
組
改
称
）
を
開
設

10月
大
西
学
長
が
一

i

ー選

3
月
30
日
大
島
鎌
吉
没
76歳

6
月
大
庭
脩
教
授
が
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
即
文
化
受
容
の
研
究
」

で
学
士
院
賞
を
受
政

11
月

創
立
百
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

「
関
西

大
学
百
年
史
遥
史
編
上
」
、
「同
人
物
編
」
、

「
OO西
大
学
百
年
の
あ
ゆ
み
」

刊
行

12月
20
日
大
小
嶋
真
二
没
80歳

12
月
29
日
竹
田
繁
七
没

3
月

行

雨

ト
ン
ネ
ル
本
坑
打
通

8
月

臨
時
教
育
密
謡
会
設
四
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